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～市民から盛り上がる交通安全～

「交通安全のまち豊田」の実現に向けて
平成２２年４月・豊田市池田町にオープン！
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豊田市

豊田交通教育株式会社

契約期間：平成２２年４月～平成３７年３月（１５年間）

損保ジャパン日本興亜
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中日本建設コンサルタント
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トヨタ中央
自動車学校

乃村工藝社矢作葵ビル日本道路

建設 維持管理・運営特殊機器設計・建設
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グランドコンセプト

「与えられる教育から自発的な学習へと促し，思いやり譲り合いの
優しさで，人と車の折り合い（調和）の心・技・体を学ぶ」

① 体系的に交通安全を学ぶ
幼児から高齢者までが交通安全を体系的に学べる施設

② 体験的に交通安全を学ぶ
交通事故の原因となる危険な状況を体験的に学べる施設

③ 楽しみながら交通安全を学ぶ
親子や家族で来場し、交通安全を楽しみながら学べる施設
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対象 重点項目
実績

（上段：団体講習・下段：出張講習）

園児
飛び出しの危険性・
道路の安全な歩き方等

１３６園／ ７，８１１人
３３園／ ４，９０５人

小学１年生
飛び出しの危険性・
登下校時の注意点等

８０校／ ４，０１３人
７校／ １，０９６人

小学４年生
自転車の交通ルールの理解・
模擬市街地走行等

８３校／ ４，１０８人

中学１年生
自転車の法的位置付け・
自転車の安全利用等

１校／ ３０人
２６校／ ４，２１８人

高校１年生 交通社会人としての自覚と責任等 １５校／ ７，６２９人

高齢者 夜間の視認性・身体機能の確認等
１０２団体／ ２，２４８人
４１団体／ ３，９７７人

その他 受講者層や要望に応じて
１００団体／ ２，９９１人
２９団体／ ２，５８２人

合計
５０２団体／２１，２０１人
１５１団体／２４，４０７人

平成２５年度各年代の重点項目と実績
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団体講習（小学４年生）
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オリエンテーション
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シアター
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巻き込み実験
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練習走行
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効果測定
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平成２５年度 交通安全啓発業務の内容と実績

実施業務 ①対象者と②主な内容 実績

交通安全委員研修会
①各自治区より選出された交通安全委員
②最新の交通関係情報の提供と交通安全指導の
ポイント等を指導

５回／２５５人

高齢者交通安全
アドバイザー研修会

①老人クラブより選出された交通安全アドバイザー
②高齢者特有の交通事故の特徴及び交通安全
指導のポイント等を指導

５回／１９７人

高齢者交通事故
現場移動講習会

①老人クラブの交通安全アドバイザーほか希望者
②警察署と連携し交通死亡事故現場にて事故防止
対策等を検討

１０回／１０７人

外国人に対する
交通安全講習会

①市内の在日外国人
②日常生活に最低限必要な日本の交通ルールや
マナーについて指導

３回／ ８１人

有識者による講習
①交通安全に関わる各団体の代表者等
②有識者による講演会と当施設の特殊機器を
使用した講習

１回／１００人
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交通安全委員会研修会
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高齢者交通安全アドバイザー研修会

Toyota City Traffic Safety Learning Center

高齢者交通事故現場移動講習会
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交通安全講話
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自転車安全講習会（小学６年生）
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交通事故発生状況の推移

年 発生件数（件） 負傷者数（人） 死者数（人） 備考

Ｓ４５ ７１８，０８０ ９８１，０９６ １６，７６５
・交通戦争,交通安全対策基本法制定
・ボンエルフ注１）の試み始まる（オランダ,デルフト）

Ｓ５５ ４７６，６７７ ５９８，７１９ ８，７６０
・国内初のコミュニティ道路注２）を施工
（大阪市阿倍野区長池町）

Ｈ２ ６４３，０９７ ７９０，２９５ １１，２２７
・高齢者交通安全教育指導指針が定まる
・軽自動車の規格が５５０ｃｃから６６０ｃｃに拡大

Ｈ１６ ９５２，７０９ １１８３，６１６ ７，４２５
・死者数は昭和４５年の半数以下
・負傷者数は過去最多

Ｈ２５ ６２９，０２１ ７８１，４９４ ４，３７３ ・死者数は昭和４５年の３割以下

死者数が減少している要因
①シートベルト着用率の向上
②事故直前の車両速度の低下
③悪質・危険性の高い事故の減少
④歩行者の法令順守
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死者数の減少幅が縮小している背景
①高齢者人口の増加
②シートベルト,エアバック等の装着率の頭打ち
③飲酒運転による交通事故減少幅の縮小

注１）ボンエルフ：歩行者と自動車が共存できる歩車融合型の道路のこと.語源は,オランダ語で「生活の庭」の意.

注２）コミュニティ道路：自動車の通行を主たる目的とはしない道路のこと.

人に授けるに魚を以ってするは、人に授けるに漁を以ってするに如かず（老子）
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ボンエルフ（オランダ,デルフト） コミュニティ道路（大阪市阿倍野区長池町）
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第９次交通安全基本計画（平成２３年度～２７年度）
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死者数（人） 死傷者数（人）

交通安全基本計画（国） ３，０００注１） ７００，０００

愛知県交通安全計画 １６０ ５５，０００

豊田市交通安全計画 － ２，２００

豊田市
交通事故のない社会を実現することが究極の目標であるが,本計画においては,平成２７年
までに交通事故による死傷者数を基準年とする平成２２年の２，６２９人から,２，２００人以下
（△１６．３％）とすることを目標とする.
また,長期的には平成４２年までに交通事故による死傷者数を平成２２年実数値の半減を
目指すとともに,死者数を限りなくゼロに近づけることを目標とする.

２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年（５月末）

死傷者数（人） ２，６３８ ２，５５１ ２，７７９ ２，６５９ ９３１

死者数（人） １９ ２３ １０ １７ ３

注１）３，０００人に平成２２年中の２４時間死者数と３０日以内死者数の比率を乗ずると概ね３，５００人
【２４時間死者数４，９２２人,３０日死者数８８４人,３０日以内死者数５，８０６人（比率１．１８）】

参考：平成２５年の２４時間死者数４，３４７人,３０日死者数７７９人,３０日以内死者数５，１５２（比率１．１８）

区分
目標値

年
区分

世界保健機関（ＷＨＯ）は,世界の交通事故による死者が2010年に
124万人だったとの調査結果を発表した.
ＷＨＯは必要な対策を取らなければ,20年には死者が年間190万人に
達する恐れがあると警告している.
また,交通事故による全死者数の２２％に当たる２７万人以上の
歩行者が世界で毎年死亡していると発表,
車両の交通が優先され長年対策が怠られてきたと批判した.

ＷＨＯは歩行者の事故死低減に向け,

法の改正 ・ 道路の整備 ・ 教 育 が

必要だと訴えている.

世界の交通事故死、年間124万人
（うち歩行者,年間２７万人超）
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出典：日本経済新聞・時事通信社
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工学
（Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ）

環境
（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ）

取締り
（Ｅｎｆｏｒｃｅｍｅｎｔ）

教育
（Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ）

全ての交通参加者が安全で安心して
道路を利用できるまち豊田を実現するために

私たちにできることは？

例・模範
（Example）

交通事故防止対策
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とある休日・・・
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幼児期・児童期の安全教育について

理性が高ければ交通法規は遵守する！

幼児,低学年の頃は褒めて教え,高学年になったらなぜ危険なのか具体的に教える.
子どもの成長に応じ,適切な時期に適切な安全教育をすることが何より重要で,その
タイミングをはかれるのは親だけである.
大切なのは親子の会話.親は子どもにとって最も身近な存在であるからこそ,会話を
通して子どもの成長を確認し,タイミングよく安全教育を実施して欲しい.

（親だからこそできること）

子育てしぐさ

三つ心,六つ躾,九つ言葉,十二文,十五理で末決まる.

３歳までに,心の大切さを理解させる.

６歳までに,公私の区別を躾ける.
９歳までに,挨拶、言葉、世辞を覚えさせる.
１２歳までに,正しい文章が書けるようにさせる.
１５歳までに,物事の道理が理解できるようにさせる.

心,躾,言葉,文,理（ことわり）の順番が大切,基礎となるのは,心.
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成人期の安全教育について

３Ａ訓練
ムンシュ（Ｍｕｎｓｃｈ，Ｇ）注１）の考案したパートナー学注２）での中心的な訓練方法である.
３つのＡとは,歩行者の「年齢」（Ａｌｔｅｒ）,「意図」（Absicht）,「注意」（Aufmerksamkeit）を
指している.
通常,「歩行者に注意せよ!」とドライバーにいうときに,歩行者がいるかどうか,すなわち
存在の確認で事足れりとしているが,それだけでは本当に歩行者の行動を予測し,
事故の危険を減らすには不十分である.
歩行者の年齢を推定し,何をしようとしているかを予測し,それから,歩行者の注意の
状態（ぼーっとしている,向こう側を向いている,横の人との話に夢中になっている）を
判断している.

出典：蓮花「交通危険学」

注２）パートナー学：交通状況での他の交通参加者（歩行者や自転車,先行車など）を,道路上での
パートナーとして理解する.参加形態別の特徴を把握するとともに,その行動を予測し相手への
配慮や相手の身になった適切な行動のしかたを学ぶ.

注１）Ｍｕｎｓｃｈ，Ｇ：バイエルン州技術管理協会,心理・医学研究所所長
1960年代から70年代に活躍した交通心理学者で交通危険学の創始者

運転者への教育技法（３Ａ訓練・役割演技法・小集団活動など）について

例題
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交通参加者の心の状態まで予測しましたか？

危険学の構成

外界学

交通に関連する外界の要素の
理解（知識）と識別（見る訓練）

パートナー学 気象学道路学

他者の特徴と
行動特性

道路の質,形状,
安全施設の影響

時刻、季節,
天候の影響
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出典：ムンシュ「危険学」

参考



今後の課題

② 高齢者を中心とする歩行中や自転車乗車中の交通事故削減に
向けた,効果的な講習カリキュラムの作成,及び効果の検証

① 家庭における交通安全教育の浸透

③ 関係団体等も交えた交通事故削減に向けた取り組み,及び当施設の

活用方法の模索
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最後に

「自分の命は自分で守る」 から 「他人の命を守る」 へ

皆様のお力が必要です！

ご清聴ありがとうございました.
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